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美術 「夢見心地」 田口 舞奈／千葉県立匝嵯高等学校

美術 「妄想」 垣内 万葉／奈良県立高円高等学校

美術 「朽木」 平木 佑奈／大阪成蹊女子高等学校

美術 「大地の脈動」 古部 了大／和歌山県立日高高等学校

美術 「卵」 小西 ひかる ／和歌山県立紀央館高等学校

入選作

美術 「つながり」 鈴木 愛美／大阪府立港南造形高等学校

美術 「荘厳をくぐる俗輩」佐川 美穂／大阪府立藤井寺高等学校 美術 「干渉」 加藤 理香／大阪府立港南造形高等学校

美術 「煌めき」弓塲 祥世／和歌山県立熊野高等学校

美術 「蛙」 右近 唯奈／大阪府立布施高等学校



24 25

入選作

美術 「何時か」 岡崎 紗羅／大阪府立港南造形高等学校

美術「気配」立田 一葉／静岡県立伊東高等学校 美術 「翳り」 大久保 七海／兵庫県立兵庫高等学校
美術 「瞬き」 佐々木 実花／山村学園高等学校

美術 「タコの危機」 奥 眸／大阪府立港南造形高等学校

美術 「自分の部屋」 椎原 睦優／兵庫県立伊丹北高等学校

美術 「自分の描いてた場所」 椎原 睦優／兵庫県立伊丹北高等学校
美術 「金塊」 伊藤 空音／京都芸術高等学校

美術 「私のアウフヘーベン」 浅井 愛香子／大阪府立港南造形高等学校

美術 「想起」 塚本 悠都来／大阪市立工芸高等学校

美術 「Insects of the wire」 冨田 悠生／大阪府立布施高等学校



26 27

入選作

美術 「共依存」 西岡 菜々／神戸市立六甲アイランド高等学校

デザイン「協蝶性の標本」 向江 夢／クラーク記念国際高等学校大阪天王寺キャンパス

美術 「街は生きている」 佐藤 日織栞／神戸市立六甲アイランド高等学校

美術 「坐る少女」弓塲 祥世／和歌山県立熊野高等学校

デザイン「僕の空」「僕の木」 岡本 惇希／大阪桐蔭高等学校

デザイン「毛皮反対」 川瀬 歌音／神戸市立六甲アイランド高等学校	 デザイン「美に、犠牲は必要か。」
濱野 瑚夏／神戸市立六甲アイランド高等学校

デザイン「下アングル」 伊藤 あゆな／愛知高等学校

デザイン「コンビニマナー啓発ポスター」
周田 千尋／神戸市立六甲アイランド高等学校

デザイン「あの日の帰り道」 政田 瑞季／兵庫県立西宮今津高等学校



28 29

デザイン「オメデトウ」 畠中 日向／和歌山県立粉河高等学校

デザイン「危険生物　裂く/ 侵す」 地井 綾乃／神戸市立六甲アイランド高等学校

デザイン「遊泳」 村田 鈴夏／岸和田市立産業高等学校

デザイン「玲瓏たる音を探しに」 前川 美月／三重県立津西高等学校

デザイン「月と蝶が作り出す幻想」月野 琉恩 ／三重県立飯野高等学校

入選作

デザイン「しぐさころころ」 福田 琴音／明誠学院高等学校

デザイン「はみだした自由」松原 朱里／奈良県立西の京高等学校
デザイン「僕だけの世界」 富士原 良知／大阪電気通信大学高等学校

デザイン「十人灯色」 實石 真衣／静岡県立静岡高等学校デザイン「繁華・燭華・丹華・瑞華」 河野 朱紗／愛媛県立松山南高等学校
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工芸 「失敗と成功のかたち」 佐藤 幸一郎／大阪府立港南造形高等学校

工芸 「あの場所」 今堀 遥愛／金蘭会高等学校

工芸 「雪の女王」 中西 音和／金蘭会高等学校

工芸 「天体模様図」 加藤 萌穂 ／大阪府立港南造形高等学校

入選作

写真 「幸せのクリーニング屋さん」 岡﨑 ひなた／和歌山県立神島高等学校

写真 「青息吐息」神南 瑠香／広島県立広島井口高等学校

写真 「MEMORY」 辻元 ましろ／兵庫県立松陽高等学校

デザイン「ストップ海洋投棄」
仲 そら／神戸市立六甲アイランド高等学校

写真 「まちがいさがし」 秋山 遥香／山口県立下松高等学校

写真 「私のシルエット」 小西 祥平／芦屋学園高等学校
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写真 「赤い夕陽」 藤本 祐菜／飯田女子高等学校

入選作

写真 「夏が邪魔をする」 堀川 ほのか／第一学院高等学校四日市キャンパス

建築 「人と企業をつなぐ箱」 橘 知輝／福島県立会津工業高等学校写真 「炎龍」 谷口 凛／福井県立丹生高等学校 キャラクター 「向日葵」 唐沢 博実／栄東高等学校	

キャラクター 「願いの守り人達」 富山 久瑠実／宮崎県立佐土原高等学校

キャラクター 「平成から令和へ変わるとき」
田中 鈴音／京都市立京都工学院高等学校

キャラクター 「海を知る者」 田中 鈴音／京都市立京都工学院高等学校

キャラクター 「カイ」 Lee SunKyeong ／ C-ZONE 漫画学院

写真 「光、影、花」 深澤 あめり／鎌倉女学院高等学校
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キャラクター 「FARCE」 和田 祐香里／神戸市立六甲アイランド高等学校

入選作

キャラクター 「君の羽が風に舞う」 上田 安寿里／上宮高等学校

キャラクター 「天狗と童」 松井 夕陽香／岡山県立高梁高等学校

キャラクター 「角の理由」 kwon seojin ／ C-ZONE 漫画学院

キャラクター 「幽遠のスターチス」 山田 萌可／大阪府立芦間高等学校キャラクター 「彼女は幽霊」 津野 陽己／愛知県立昭和高等学校

映像 「B45」
石部 月菜／相愛高等学校

キャラクター 「未来社会への警告」
黒沢 友海／茨城県立水戸工業高等学校

映像 「My schooloop」
酒井 彩花／兵庫県立小野高等学校

映像 「びえい　～丘のある町～」
柳本 信鷹／北海道旭川南高等学校

舞台 「New Rules」
重松 きさら／神戸大学附属中等教育学校住吉校舎

放送 「全国共通幸福順位」
島崎 杜香／神戸市立葺合高等学校

朝目が覚めると、一番に携帯を見る。

携帯の画面には８桁の数字が表示されている。

今日は左から 6、７、５、５、４、３、０、２。

67,554,302 だ。昨日から下３桁以外は変化していない。

「よし、今日もいつも通り。」

私は言い聞かせるように小さく呟き、携帯を枕の横にそっ

と伏せておいた。

「全国共通幸福順位」

（蝉の声・・・）

「マナ、アオイ、おはよう！」

「おはよう！」

「暑いねー」「ねー」

「ね、すごいこと聞いたんだけど、知ってる？」

「ん？ たぶん知らなーい」

「なんかさ、３組のマカベ、 今日県内順位１位だったらし

いよ。」

「え？ それ、本当？」

「うん、なんか噂だけど」

「え、それは凄い。」

「前からずっと高かったじゃん、昨日何があったかは知らな

いけど、県内１位の全国 50 位以内だってさ。」

「もう、住む世界が違うね。」

「もともとね、 エリートなのは知ってたけど、 いよいよ本

物だよね。」

「同級生が兵庫県一幸せなのかー。」

（後略）

ラジオドラマ
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入選作

放送 「芙蓉の人」 松代 菜優／札幌日本大学高等学校

放送 「一瞬の風になれ」 藤井 羽里／帝塚山学院高等学校

放送 「銀河鉄道の夜」 中野 未来／兵庫県立八鹿高等学校

放送 「てのひら」 島津 歩実／広尾学園高等学校音楽 「トランペット独奏　Solo de Concours」 髙橋 理織／大阪国際滝井高等学校

文芸 「いじめられていた、らしい」 上村 裕香／佐賀県立佐賀北高等学校

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
、ら
し
い

　

高
校
二
年
生
の
頃
、
私
は
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
、

ら
し
い
。

　

こ
こ
で
初
め
に
言
っ
て
お
き
た
い
の
だ
け
ど
、
こ

の
文
章
は
「
い
じ
め
ら
れ
て
辛
か
っ
た
で
す
」「
い

じ
め
る
人
っ
て
最
低
で
す
よ
ね
」
み
た
い
な
話
で

は
な
い
。
端
的
に
言
う
な
ら
、「
い
じ
め
は
現
象

で
な
く
認
知
で
す
よ
ね
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

中
高
一
貫
の
、
わ
り
と
進
学
校
に
通
っ
て
い
た
。

わ
り
と
勉
強
が
で
き
て
、
わ
り
と
部
活
に
も
打

ち
込
ん
で
、
わ
り
と
友
達
も
い
て
、
そ
ん
な
わ
り

と
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
体
調
を
崩
し

た
。
い
ろ
い
ろ
と
病
院
を
巡
っ
て
、
最
終
的
に
精

神
科
に
行
き
つ
い
た
。
何
も
改
善
す
る
こ
と
な
い

ま
ま
、
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
て
、
休
学
し
た
。

私
に
と
っ
て
そ
こ
に
外
部
の
影
響
は
な
く
て
、
私

の
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
勝
手
に
崩
れ
て
、
結
果
私
も

勝
手
に
崩
れ
て
いっ
た
、
と
い
う
認
識
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
休
学
期
間
中
に
高
校
の
同
級
生
と
話

し
た
時
、「
大
変
だ
っ
た
ね
。
俺
も
何
も
で
き
な

か
っ
た
け
ど
…
…
…
…
」
と
苦
々
し
い
顔
で
言
わ

れ
た
。
詳
し
く
聞
く
と
、
ど
う
や
ら
私
は
い
じ
め

ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
彼
が
言
う
に
は
、
私
の
所

属
し
て
い
た
生
徒
会
で
は
い
じ
め
が
起
こ
っ
て
お
り
、

そ
の
被
害
者
は
私
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　「
俺
あ
い
つ
が
悪
口
言
っ
て
る
の
聞
い
た
時
止
め
て

や
れ
な
か
っ
た
か
ら
…
… 

…
…
」

　

私
は
悪
口
を
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
全
く
知

ら
な
か
っ
た
し
、
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
な
ん

て
全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
同
級
生
と
別
れ
て
か
ら
思
い
返
し
て
み
る

と
、
確
か
に
い
じ
め
め
い
た
こ
と
は
何
度
か
あ
っ

た
。
例
え
ば
そ
れ
は
「
こ
れ
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
」

を
無
視
さ
れ
た
と
か
、「
こ
の
仕
事
な
ん
で
や
っ
て

な
い
の
？
」
み
た
い
な
い
ち
ゃ
も
ん
を
つ
け
ら
れ
た

と
か
。
ほ
か
に
も
思
い
つ
く
も
の
は
あ
っ
た
の
だ
け

ど
、
概
し
て
無
視
や
ち
ょ
っ
と
し
た
嫌
が
ら
せ
な

ど
、
消
極
的
な
い
じ
め
だ
っ
た
。（
後
略
）




